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Research Abstract

本研究では、憲政資料室所蔵史料やGHQ⽂書等を利⽤することによって、現⾏国会法・議院規則の⽴案過程を解明することを主眼とし、憲法典の制定と並⾏して⾏われたその⽴案過程
を、(1)国会制度に関する憲法制定過程上の議論に⽬を配りつつ、(2)臨時法制調査会・議院法規調査委員会等における国会法の⽴案過程を主に検討した。また、新たに成⽴した議院規則
は、明治議院規則を新憲法・国会法に適合させるために修正したものに他ならず、それ故(3)明治議院規則の⽴案・運⽤過程を検討しながら、現在の議院規則の制定過程の解明を⽬指すこ
とも視野に⼊れて、憲政資料室所蔵の鈴⽊⽂書や⼤⽊⽂書、⻄沢⽂書などの調査および資料収集を⾏った。 
具体的な成果としては、「戦後議会制度改⾰の経緯」において、憲法制定から臨時法制調査会・議院法規調査委員会における審議に⾄るまでの経過を実証的に明らかにし、そこに含まれ
る憲法上・国会法上の論点を摘出することを試みた。 
同時に、戦後の国会法制定過程において、占領軍側にあって中⼼的な役割を果たした⼈物であるジャスティン・ウィリアムズ⽂書の調査を⾏うとともに、同⽒の当時の著作である「⺠政
局報告国会」の章を翻訳し、従来の史料状況の改善を試みた。 
本件研究における最⼤の調査結果は、国会法⽴案の背景を体系的に明らかにする⽂書(内藤⽂書)を発掘・分析した点にある。同史料は国会法制定に際して⽇本側の事務担当者として実質
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的な役割を果たした内藤⽒の個⼈資料であるが、⽴案の各段階の条⽂、議事要旨などを丁寧にまとめた画期的な⼀次資料であり、従来はもっぱら⻄沢⽒が占領史研究会で語った個⼈的回
想録が⽇本側の唯⼀の史料となっていたところ、これを改善する重要な第⼀級の憲政史料と⾔える(CD-ROM版を作成した)。
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